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(57)【要約】
【課題】入力切換メニューを表示するだけでそれぞれの
接続機器の状態を一覧表示可能とする。
【解決手段】表示装置に対して機器が接続されていると
きに、入力切換メニューを表示させるだけで接続機器の
状態情報を確認することができる。ここでは入力切換メ
ニューの入力ソースの表示部に、予め定めた方法で機器
の状態情報を表す表示を行う。図の例では、“ＩＮＰＵ
Ｔ１”の文字がグレーアウトされて対応接続機器の電源
がＯＦＦであることが示され、“ＩＮＰＵＴ２”に“■
”マークが表示されて対応接続機器が停止中であること
が示される。また“１３９４”には“●”マークが表示
され、かつ文字色が変更されて赤色で表示されて、ＩＥ
ＥＥ１３９４対応機器が録画中であることが示されてい
る。接続機器の状態情報は、表示装置に接続されたＩＥ
Ｅ１３９４によるインタフェースにより取得するか、Ｈ
ＤＭＩインタフェースにおけるＣＥＣコマンドを使用し
て取得する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の機器を接続し、該複数の機器からの入力切換が可能な表示装置において、該表示
装置は、ＩＥＥＥ１３９４またはＨＤＭＩインタフェースにより接続されている前記機器
から該機器の状態情報を取得して、該取得した状態情報に関連付けられた所定の表示方法
で、入力切換メニューを表示することを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の表示装置において、該表示装置は、ＩＥＥＥ１３９４インタフェース
により接続される機器からは、該ＩＥＥＥ１３９４で規定されるＡＶ／Ｃコマンドを使用
して前記機器の状態情報を取得し、前記ＨＤＭＩインタフェースにより接続される機器か
らは、ＨＤＭＩで規定されるＣＥＣコマンドを使用して前記機器の状態情報を取得するこ
とを特徴とする表示装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の表示装置において、該表示装置は、前記入力切換メニューに
おける各機器に対応する入力表示として、状態情報に応じた特定のマークを付与した表示
を行うことを特徴とする表示装置。
【請求項４】
　請求項１または２に記載の表示装置において、該表示装置は、前記入力切換メニューに
おける各機器に対応する入力表示として、状態情報に応じた所定の表示色、字体、ないし
字の大きさのいずれかまたは複数で表示を行うことを特徴とする表示装置。
【請求項５】
　請求項１または２に記載の表示装置において、該表示装置は、前記機器から得られる状
態情報に応じて前記入力切換メニューのスキップ設定を行うことを特徴とする表示装置。
【請求項６】
　請求項１ないし５のいずれか１に記載の表示装置において、該表示装置は、前記ＣＥＣ
コマンドを使用して、ＨＤＭＩインタフェースにより前記表示装置に接続された機器の接
続ツリー構造を特定し、該特定した接続ツリー構造に応じて前記入力切替メニューの表示
を変更することを特徴とする表示装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置、より詳細には、ＩＥＥＥ１３９４あるいはＨＤＭＩ（High Defin
ition Multimedia Interface）によるデジタルインタフェースによりＤＶＤ再生装置など
の機器と接続可能な表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　テレビ装置などの表示装置に対して、ＤＶＤプレーヤやＨＤＤレコーダなど複数の外部
機器を接続する構成が普通に使用されている。このようなシステム構成における外部機器
の入力切換を行うために、表示装置では通常入力切換メニューを用意し、表示装置に接続
された複数の外部機器からの入力を任意に切り替えることができるようにしている。通常
ユーザは、表示装置の表示画面に入力切換メニューを表示させ、選択可能な入力を確認し
た上で任意の入力ソース（外部機器）を選択操作している。
【０００３】
　このようなシステムにおける外部機器の接続状態を表示する技術として、例えば特許文
献１には、チャンネル番号や外部入力端子などの入力映像信号に関する情報だけでなく、
外部メモリなどの残容量や記録状態などの状態情報を容易に確認できる映像表示装置が開
示されている。この映像表示装置は、リモコン装置における画面表示キーの押圧により送
信された画面表示キー信号を受信すると、現在画面に表示している入力映像信号の情報か
または外部メモリの記録に関する情報のいずれか一方又は双方の情報を画面上に表示する
。
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【０００４】
　また特許文献２には、各映像送出機器のカテゴリ及び現在のステータスを検出してモニ
タに表示できるようにしたテレビジョンシステムが開示されている。これにより現在選択
されている映像送出機器のカテゴリおよびステータスや、現在選択されていない他の映像
送出機器のカテゴリ及びステータスを知ることができる。
【特許文献１】特開２００５－１９７９５４号公報
【特許文献２】特開平０２－９８２８３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記のように、テレビ装置などの一台の表示装置に対して複数の外部機器が接続された
り、また表示装置に対する内蔵型の機器が接続されている場合も一般的である。このよう
な構成のシステムを使用するユーザは、例えば現在視聴中の番組を予約録画したか、ある
いはどの入力ソースを使用して録画したかなどを忘れてしまうような場合もある。
【０００６】
　このような場合、ユーザが入力ソースの状態を確認するためには、それぞれの入力ソー
スを切り換えてから、その入力ソースに該当する機器の状態を確認したり、あるいはそれ
ぞれの入力ソース用のコントロール用ＯＳＤを表示して確認するより方法がなかった。つ
まり表示装置に接続もしくは内蔵される機器の状態情報を確認するためには、煩雑な操作
が必要であった。
【０００７】
　上記特許文献１の技術では、ＩＥＥＥ１３９４による接続機器や、カードやハードディ
スクなどの内蔵ソースをコントロールするためのＯＳＤにより、テレビの入力を表示する
ようにしている。しかしながら、複数の接続機器や内蔵ソースが存在する場合、すべての
ソースの状態を確認するのに操作が煩雑となるという問題がある。
　また上記特許文献２では、モニタに接続された外部機器に情報検出手段を設け、外部機
器の状態情報の検出結果をバスラインを介して送出し、モニタ側で一覧表示できるように
している。しかしながら特許文献２は、外部機器との入出力制御を意図したものであり、
接続機器の状態情報は接続機器側で検出する。すなわちモニタ（表示装置）側で接続機器
の状態情報を検出して表示できるようにした構成ではない。
【０００８】
　本発明は上述のような実情に鑑みてなされたもので、入力切換メニューを表示するだけ
でそれぞれの接続機器の状態を一覧表示することにより、煩雑な操作を必要とすることな
く接続された機器状態を確認することができるようにした表示装置を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するために、本発明の第１の技術手段は、複数の機器を接続し、複数の
機器からの入力切換が可能な表示装置において、表示装置は、ＩＥＥＥ１３９４またはＨ
ＤＭＩインタフェースにより接続されている機器から機器の状態情報を取得して、取得し
た状態情報に関連付けられた所定の表示方法で、入力切換メニューを表示することを特徴
としたものである。
【００１０】
　第２の技術手段は、第１の技術手段において、表示装置が、ＩＥＥＥ１３９４インタフ
ェースにより接続される機器からは、ＩＥＥＥ１３９４で規定されるＡＶ／Ｃコマンドを
使用して機器の状態情報を取得し、ＨＤＭＩインタフェースにより接続される機器からは
、ＨＤＭＩで規定されるＣＥＣコマンドを使用して機器の状態情報を取得することを特徴
としたものである。
【００１１】
　第３の技術手段は、第１または第２の技術手段において、表示装置が、入力切換メニュ
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ーにおける各機器に対応する入力表示として、状態情報に応じた特定のマークを付与した
表示を行うことを特徴としたものである。
【００１２】
　第４の技術手段は、第１または第２の技術手段において、表示装置が、入力切換メニュ
ーにおける各機器に対応する入力表示として、状態情報に応じた所定の表示色、字体、な
いし字の大きさのいずれかまたは複数で表示を行うことを特徴としたものである。
【００１３】
　第５の技術手段は、第１または第２の技術手段において、表示装置が、機器から得られ
る状態情報に応じて入力切換メニューのスキップ設定を行うことを特徴としたものである
。
【００１４】
　第６の技術手段は、第１ないし第５のいずれかの技術手段において、表示装置が、ＣＥ
Ｃコマンドを使用して、ＨＤＭＩインタフェースにより表示装置に接続された機器の接続
ツリー構造を特定し、特定した接続ツリー構造に応じて入力切替メニューの表示を変更す
ることを特徴としたものである。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、入力切換メニューを表示するだけでそれぞれの接続機器の状態を一覧
表示することにより、煩雑な操作を必要とすることなく接続された機器状態を確認するこ
とができるようになる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　図１は、本発明による表示装置における入力切換メニューの一例を示す図で、テレビ装
置などの表示装置に対して、複数の外部機器が接続されているときの入力切換メニューの
表示例を示すものである。
　ここでは３つの入力ソース（INPUT SOURCE）と１つの１３９４入力ソースが設定されて
いるものとする。１３９４入力ソースは、ＩＥＥＥ１３９４インタフェースにより入力す
るソースを指す。
　３つの入力ソースは、例えばその表示装置が備える各種入力用の接続端子を使用して外
部機器が接続されたときに、その使用端子位置に応じて設定されるものとする。接続端子
としては、Ｄ端子やＳ端子の他、ＤＶＩ端子やＨＤＭＩ端子を含むことができる。そして
入力切換メニューに表示する入力１～３の接続端子は予め決められていて、その接続端子
に接続された外部機器が切換メニューの入力ソースとして表示される。なお接続機器には
、これら接続端子に接続された外部機器だけでなく、表示装置に内蔵された記録装置等の
機器類も含むことができ、例えばその記録媒体を入力ソースの一つとして表示することも
できる。
【００１７】
　ＩＥＥＥ１３９４は、対応の端子を持つ機器間でデジタル映像やデジタル音声などのマ
ルチメディア系のデータ転送や接続機器の操作を可能としたインタフェースである。
　またＨＤＭＩは、ＰＣとディスプレイの接続標準規格であるＤＶＩ（Digital Visual I
nterface）に音声伝送機能や著作権保護機能を加えてＡＶ機器向けにアレンジしたもので
、制御信号は双方向の伝送に対応しているため例えばモニタからＨＤＭＩで接続されたＳ
ＴＢ（Set Top Box）やＤＶＤプレーヤ等の出力装置に制御信号を中継することによって
、一つのリモコンでホームシアタなどのＡＶシステム全体を操作することも可能としてい
る。以下、ＩＥＥＥ１３９４に対応する機器を単に１３９４機器と称し、ＨＤＭＩに対応
する機器をＨＤＭＩ機器と称する。
【００１８】
　そして本発明に係る実施形態では、表示装置に対して機器が接続されているときに、図
１のような入力切換メニューを表示させるだけで接続機器の状態情報を確認することがで
きる。この場合、入力切換メニューの入力ソースの表示部に、予め定めた方法で機器の状
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態情報を表す表示を行う。
　図１の例では、“ＩＮＰＵＴ１”の文字がグレーアウトされ、対応する接続機器の電源
がＯＦＦであることが示されている。また“ＩＮＰＵＴ２”に“■”マークが表示され、
対応する接続機器が停止中であることが示されている。さらに“１３９４”に“●”マー
クが表示され、かつｉ.ＬＩＮＫの文字色が変更されて赤色で表示され、１３９４機器が
録画中であることが示されている。
【００１９】
　入力切換メニューは、例えばリモコン装置に用意された入力切換メニューボタンを操作
するだけで表示装置の画面に表示させることができるため、ユーザは簡単な操作によって
、現在接続されている機器の状態情報を認識することができ、入力ソースの選択操作を容
易に行うことができるようになる。
【００２０】
　接続されている機器の状態情報は、表示装置に接続されたＩＥＥＥ１３９４インタフェ
ースにおけるＡＶ／Ｃコマンドにより取得するか、もしくはＨＤＭＩインタフェースにお
けるＣＥＣ（Consumer Electronics Control）コマンドを使用して取得する。
【００２１】
　例えばＩＥＥＥ１３９４の規格では、ＩＥＥＥ１３９４インタフェースにより相互接続
された機器間でコマンド（ＡＶ／Ｃコマンド）をやりとりすることにより、相手機器の状
態情報を知ることができる。コマンドの例としては、例えば、相手機器の電源をオンにす
るコマンド、自身の状態情報が変化したときにその状態情報を相手機器に送るためのコマ
ンド、ＩＥＥＥ１３９４バス上の接続状態を検知するためのコマンド、相手機器との間で
接続を確立するためのコマンド、相手の記録機器に対して記録動作を要求するコマンド、
などを使用することができる。このようなコマンドを使用することにより、表示装置では
、ＩＥＥＥ１３９４にて接続された接続機器の状態情報の情報を取得することができる。
【００２２】
　一方、ＨＤＭＩインタフェースにおいては、接続相手機器の状態情報を知るために、Ｈ
ＤＭＩ規格に含まれるＣＥＣ(Consumer Electronics Control)を使用する。ＣＥＣは、Ｈ
ＤＭＩで規格化されている制御プロトコルであり、そのプロトコルに基づく制御信号であ
る。ＣＥＣコマンドを機器間でやりとりすることにより、表示装置に接続された機器の状
態を表示情報で認識できるようにする。この場合、接続相手機器の状態情報を取得するた
めにＣＥＣのベンダーコマンドを作成して機器情報をやりとりする。
【００２３】
　図２は、表示装置が取得する接続相手機器の状態情報の例を示す図である。例えばＩＥ
ＥＥ１３９４のＡＶ／Ｃコマンドを使用して表示装置で認識可能な接続相手機器の状態情
報として、“電源入／切”，“再生中”，“スロー再生中”，“逆スロー再生中”，“停
止中”，“録画中”，“早送り中”，“巻き戻し中”，“一時停止中”，“録画ポーズ中
”，“リピート再生入”，“ＨＤＶカメラモード”，“再生／早送り／巻き戻しのスピー
ド”，“テープ種類”，“メディア書き込み禁止状態”，“メディア有り／無し”などが
ある。
【００２４】
　またＨＤＭＩの場合にも同様に、“電源入／切”，“電源入移行中”，“電源切移行中
”，“再生中”，“スロー再生中”，“逆再生中”，“逆スロー再生中”，“停止中”，
“録画中”，“早送り中”，“巻き戻し中”，“インテックスサーチ中”，“一時停止”
，“メディア有り／無し”などを状態情報として認識可能である。
【００２５】
　そして表示装置では、これらの状態情報の全てもしくは少なくともその一部に対して、
入力切換メニューの表示方法を定めておく。状態情報に対応した入力切換メニューの表示
方法は任意に定めることができるが、例えば図１のように録画中や停止中などの状態情報
を表すマークを入力ソース名とともに表示させるようにしてもよく、あるいは録画中に赤
色表示にするなど入力ソースの表示色を変更したり、あるいは入力ソース表示の字体、字
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の大きさを変えるなど適宜設定することができる。
　そして、ユーザ操作に従って図１のような入力切換メニューを表示するときに、取得し
た状態情報に従ってその入力ソースの表示を行う。
【００２６】
　上記のような外部接続機器の動作情報は、ＩＥＥＥ１３９４インタフェースまたはＨＤ
ＭＩインタフェースによって機器間が接続されているときに、表示装置にて取得すること
ができる。またこれらのインタフェースの両方が機器間に接続されている場合には、これ
らインタフェースのいずれかを使用して取得することができる。
【００２７】
　なお一つの入力ソースに対して複数の機器が接続されている場合、例えば、ＡＶアンプ
などのリピータ機器を介して複数のＡＶ機器がひとつの接続端子に接続されている場合、
これらがＨＤＭＩによって接続されていればその接続構成（ツリー構成）を表示装置で認
識することができる。ＨＤＭＩでは、表示装置に接続された機器の数と位置情報を得るこ
とができる。つまり表示装置では、ＨＤＭＩ接続された機器について、ＨＤＭＩ規格で規
定される物理アドレスと論理アドレスとを取得することによりその接続機器の種類と位置
情報を得ることができる。
【００２８】
　一例として表示装置のＨＤＭＩ入力に対して、ＡＶアンプを介して二つのＤＶＤプレー
ヤが接続されている場合、ＨＤＭＩ規格に基づく表示装置の物理アドレスは“０．０．０
．０”であり、論理アドレスは“０”である。また表示装置の下層に当たるＡＶアンプの
物理アドレスは“１．０．０．０”であり、論理アドレスは“５”である。さらにＡＶア
ンプの下層に当たるＤＶＤプレーヤの物理アドレスはそれぞれ“１．１．０．０”と“１
．２．０．０”であり、論理アドレスはそれぞれ“４”，“８”である。このようなＣＥ
Ｃによるアドレス情報を取得することにより、表示装置では、ＡＶアンプと、そのＡＶア
ンプに接続された二つのＤＶＤプレーヤの接続ツリー構造を知ることができる。
【００２９】
　表示装置では、ＨＤＭＩにより取得した接続機器のツリー構造に従って、入力切換メニ
ューを拡張して表示することができる。
　図３は、本発明による表示装置における入力切換メニューの他の例を示す図である。表
示装置のＨＤＭＩ入力は入力３であるものとする。そして入力３に該当する接続端子には
、ＡＶアンプのようなリピータ機器が接続され、さらにＡＶアンプの入力側には、ＤＶＤ
プレーヤのような２台の外部機器が接続されているものとする。
【００３０】
　表示装置では、ＨＤＭＩのＣＥＣコマンドを使用してＡＶアンプとＤＶＤプレーヤの物
理アドレスと論理アドレスを取得し、入力切替メニューを書き換えて図３に示すような入
力切換メニューとして表示することができる。この場合、表示装置が備えるＨＤＭＩ入力
３（ＩＮＰＵＴ３）を、ＩＮＰＵＴ３－１とＩＮＰＵＴ３－２、ＩＮＰＵＴ３－３の三つ
の入力に拡張して表示する。
【００３１】
　この場合、ＩＮＰＵＴ３－１は、表示装置が備えるＨＤＭＩ入力端子に対する入力であ
り、ＩＮＰＵＴ３－２は、ＡＶアンプのＨＤＭＩ入力端子の一方に対するＤＶＤプレーヤ
の入力であり、ＩＮＰＵＴ３－３はＡＶアンプが備えるＨＤＭＩ入力端子の他方に対する
ＤＶＤプレーヤの入力である。
　このときに、機器の接続ツリー構造が分かるように、入力ソースの表示部分にツリーの
階層を示す数字などを表示してもよく、また物理アドレスから特定される機器名情報を表
示したり、あるいはユーザが任意に設定できる機器名情報を表示させるようにしてもよい
。
【００３２】
　そして表示装置では、ＣＥＣコマンドを使用してこれらの外部機器のそれぞれについて
状態情報を取得し、その状態情報に応じて入力切換メニューの表示を行う。これによりユ



(7) JP 2008-85703 A 2008.4.10

10

20

30

40

50

ーザは、表示装置の一つの接続端子に複数のＨＤＭＩ機器が接続されている場合に、その
接続構成と機器の状態とを認識することができるようになる。
【００３３】
　また図３のような入力切替メニューに対して任意の入力を選択可能とする場合、ＣＥＣ
コマンドを使用してリピータ機器の入力切換を実行させるようにしてもよい。すなわち複
数のＨＤＭＩ機器が入力側に接続されたリピータ機器において、リピータ機器が選択して
いない機器が表示装置の入力切換メニューで選択された場合には、表示装置からＣＥＣコ
マンドによりリピータ機器に入力切換を指示する。これによりリピータ機器では、入力を
切り替えて、表示装置で選択された機器の入力が有効となるように設定する。
【００３４】
　また上記のような拡張メニューのみならず、図４のように、ＨＤＭＩ接続された機器の
ツリー構造を入力切換メニュー上で簡単に理解できるようなツリー表示を行ってもよい。
そしてこれらの入力ソースに対して上記と同様の状態情報に応じた表示を行うようにする
。
【００３５】
　図５は、本発明による表示装置における入力切換メニューの更に他の例を示す図である
。本実施形態では、機器から得られる状態情報に応じて入力切換メニューのスキップ設定
を行うようにする。すなわち本実施形態の表示装置は、特定の接続端子において機器の状
態情報が取得できない場合に、その接続端子に対応する入力ソースを選択できないように
し、カーソルがその入力ソースをスキップするように制御する。
【００３６】
　上記のように、切換メニューに表示する入力１～３の接続端子は予め決められていて、
その接続端子に接続された外部機器が切換メニューの入力ソースとして表示される。そし
て入力ソースに接続されている機器の状態情報は、ＩＥＥＥ１３９４インタフェースもし
くはＨＤＭＩのＣＥＣコマンドにより取得することができる。
【００３７】
　このときに本実施形態では、機器の状態情報が取得できない接続端子については、その
入力ソースを選択できないようにする。例えば、表示装置側から機器の状態情報を取得す
るためにＩＥＥＥ１３９４によるＡＶ／ＣコマンドやＨＤＭＩのＣＥＣコマンドを送信し
たにもかかわらず、機器からの応答コマンドが帰ってこないときに、機器の状態情報が取
得できない状態となる。
【００３８】
　この場合、その接続端子には機器自体が接続されていないか、もしくは１３９４機器が
接続されている場合にはその機器の電源が入ってなく、またＨＤＭＩ機器が接続されてい
る場合にはＡＣ電源がコンセントから抜かれている状態となっている。このような状態で
は、その接続端子からの映像・音声入力が不可能である。
【００３９】
　本実施形態では、上記のような機器の状態情報が取得できない場合には、切換メニュー
の入力ソースを明示的に区別可能に表示する。例えば図５に示すように、状態情報が取得
できない“ＩＮＰＵＴ２”の入力ソースに対して通行止めのマークを表示し、選択不可能
にする。このときユーザが入力切換メニュー上でカーソルを移動させる操作をしたときに
、選択不可能とした入力ソースはカーソルの移動時にスキップされて、その入力ソース上
にカーソルを止めることができないように制御される。
【００４０】
　機器の状態情報が取得できなかった入力ソースをスキップさせる制御のオン／オフは、
所定のメニューによりユーザ設定可能とすることができる。
　また、このようなスキップ設定は、表示機器が備える接続端子ごとにオン・オフ設定を
可能としてもよい。
　これにより接続端子から機器の状態情報が取得できない場合には、その接続端子に対応
する入力ソースを明示的に表示し、かつユーザがその入力ソースを選択しないようにスキ
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ップ設定を行うことができる。そしてこれにより入力切換メニューにおいて、使用できな
い入力ソースの選択操作を排除することができ、ユーザにとって利便性の高い入力切換メ
ニューを提供することができる。
【００４１】
　図６は、本発明の表示装置による接続相手機器の状態情報の取得処理例を説明するため
のフローチャートである。本例では、表示装置の電源をＯＮした後、定期的に外部接続機
器もしくは内蔵機器の状態情報を取得してその取得情報を保存しておく。
　図５において、まず表示装置では、その電源がＯＮされると（ステップＳ１）、入力ｎ
の状態情報が取得できたかどうかを判別する（ステップＳ２）。ここでは、入力切換メニ
ューに設定された入力ソースの数をｎとし、ｎ番目の入力ソースとして接続されている接
続機器の状態情報を表示装置が取得する。接続機器の状態情報の取得は、上述のようにＩ
ＥＥＥ１３９４またはＨＤＭＩインタフェースにより所定のコマンドを使用して実行する
。
【００４２】
　そして表示装置にて入力ｎの状態情報が取得できなければｎ＝ｎ＋１とし、もしくはｎ
＝最大入力数であればｎ＝１とし、再度ステップＳ２に戻る。また表示装置は、入力ｎの
状態情報が取得できれば、その状態情報を自身のメモリに保存し（ステップＳ３）、ステ
ップＳ４に進んでｎ＝ｎ＋１とするかもしくはｎが最大入力数の場合にｎ＝１とする。
　こうして表示装置は、入力数ｎの入力ソースの状態情報を取得し、その取得情報をメモ
リに保存しておくことができる。メモリに保存した情報は、以下の処理例において入力切
換メニューを表示するときに適宜使用される。
【００４３】
　図７は、本発明の表示装置による接続相手機器の状態情報の取得処理の他の例を説明す
るためのフローチャートである。本例では、表示装置は、リモコン装置が備える入力切換
キーが押下されたときに、メモリに保持している外部接続機器もしくは内蔵機器の状態情
報を取得し、その状態情報に合わせた表示を行うようにする。
【００４４】
　図７において、表示装置は、入力切換キーが操作されると（ステップＳ１１）、入力切
換メニューのタイトルを描画する（ステップＳ１２）。そして自身のメモリに保存してい
る外部接続機器または内蔵機器の状態情報を取得し（ステップＳ１３）、取得した状態情
報に応じて各入力ソースを描画する（ステップＳ１４）。ここでは、上述したように、接
続機器の状態情報に応じて特定のマークを付与したり、表示色などの表示形態を変えたり
することにより状態情報を視覚的に理解できるようにする。これによりユーザは、入力切
換キーを操作するだけで、接続機器の状態を認識することができるようになる。
【００４５】
　図８は、機器間のＩＥＥＥ１３９４による接続とＨＤＭＩによる接続の構成例を説明す
るため図である。ここでは表示装置と外部機器において、ＩＥＥＥ１３９４とＨＤＭＩの
両方のインタフェースを備えて相互に接続された構成を示している。外部機器がこれらＩ
ＥＥＥ１３９４とＨＤＭＩのいずれか一方のインタフェースしか持たない場合には、他方
のインタフェースのみの関連する部分は構成から削除されるものとする。
【００４６】
　ＨＤＭＩケーブル４０は、デジタル信号である映像・音声信号を差動方式で伝送するた
めのＴＭＤＳ（Transition Minimized Differential Signaling）ライン（デジタル信号
転送ライン）４１と、機器間で共通のＣＥＣコマンドを伝送する双方向バスであるＣＥＣ
ライン４２とを含んでいる。またこの他、ＨＤＭＩケーブルには、ＥＤＩＤ（Extended D
isplay Identification Data）の送信やＨＤＣＰ認証等に利用される図示しないＤＤＣラ
インが含まれる。
【００４７】
　ビデオ／音声を含むストリームはＴＭＤＳライン４１を用いて伝送される。ＴＭＤＳラ
イン４１はシリアル伝送路であり、例えば、赤（Ｒ），緑（Ｇ），青（Ｂ）のチャンネル
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毎の３つのデータ伝送路と、１つのクロック伝送路とが設けられている。Ｒ，Ｇ，Ｂに分
解された映像信号は伝送路内をベースバンド信号で伝送され、音声信号は映像信号のブラ
ンキング期間に挿入されて映像信号と同時に伝送される。
【００４８】
　ＩＥＥＥ１３９４ケーブル３０はＩＥＥ１３９４による接続を実現するもので、ビデオ
／音声を含むストリームにコマンド（ＡＶ／Ｃコマンド）を重畳して一本のケーブルで伝
送する。ＩＥＥＥ１３９４の場合、ＨＤＭＩと異なり、ストリームの伝送ラインとコマン
ドの伝送ラインは物理的に分かれていない。
【００４９】
　本発明に関わる外部機器の状態情報の取得処理を実現するために、ＣＥＣライン４２を
介して転送されるＣＥＣコマンドが用いられる。上述のように、ＣＥＣはＨＤＭＩで規格
化されている制御プロトコルであり、ＣＥＣコマンドはＣＥＣプロトコルに基づく制御信
号である。そしてＣＥＣコマンドを用いて機器間で情報をやりとりすることにより、表示
装置２０では外部機器１０の状態情報を取得することができる。
【００５０】
　外部機器１０は、ＨＤＭＩトランスミッタ１１、ＨＯＳＴ ＣＰＵ１２、フロントマイ
コン１３、ＣＥＣ Ｉ／Ｆ１４、ＩＥＥＥ１３９４送受信部１５、リモコン受光部１６、
ＨＤＭＩコネクタ１７、ＩＥＥＥ１３９４コネクタ１８、及びメモリ１９を備えている。
ＨＤＭＩトランスミッタ１１は、例えばＤＶＤなどのメディアに記録されている映像デー
タと音声データとを読み出し、音声信号が映像信号のブランキング期間に挿入されたＨＤ
ＭＩ形式のストリームに変換する。そして変換したストリームをＴＭＤＳライン４１によ
って表示装置２０へ転送する。
【００５１】
　ＩＥＥＥ１３９４送受信部１５は、ＩＥＥＥ１３９４ケーブル３０を介して映像・音声
ストリームを表示装置２０へ送信し、あるいは、ＩＥＥＥ１３９４ケーブル３０を介して
表示装置２０から映像・音声ストリームを受信する。また、表示装置２０との間で映像・
音声ストリームに重畳されるＡＶ／Ｃコマンドの送受信を行う。ＡＶ／ＣコマンドはＩＥ
ＥＥ１３９４規格に基づく制御信号である。
【００５２】
　ＨＯＳＴ ＣＰＵ１２は、装置全体を制御するメインＣＰＵであって、ＨＤＭＩコント
ローラを含み、ＨＤＭＩトランスミッタ１１の動作を制御すると共に、ＩＥＥＥ１３９４
コントローラを含み、ＩＥＥＥ１３９４送受信部１５の動作を制御する。
【００５３】
　ＣＥＣ Ｉ／Ｆ１４は、ＨＤＭＩケーブル内のＣＥＣライン４２を接続し、表示装置２
０との間でＣＥＣコマンドの双方向通信を可能とする。ＣＥＣ Ｉ／Ｆ１４の動作は、Ｃ
ＥＣコントローラを含むフロントマイコン１３により制御され、ＣＥＣコマンドによって
ＨＤＭＩ接続された機器を制御することができる。ＣＥＣの場合、ＨＤＭＩ接続された各
機器の論理アドレス（機器の種別）と物理アドレス（機器の位置）が取得されるため、こ
の論理アドレスと物理アドレスを指定することで所望の機器にＣＥＣコマンドを送信する
ことができる。
【００５４】
　またフロントマイコン１３は低電力で動作し、ＣＥＣライン４２から転送されてくるＣ
ＥＣコマンドを監視する。フロントマイコン１３は、サブＣＰＵであって、図示しないリ
モコン装置からのリモコン信号を受信するリモコン受光部１６を制御している。そして装
置のスタンバイモードなどにおいてＨＯＳＴ ＣＰＵ１２がダウンしているときでも、フ
ロントマイコン１３が動作し、ＣＥＣコマンドの送受信とリモコン信号の受信とが可能な
状態に維持している。
　またメモリ１９は、ＨＤＭＩにおける論理アドレス，物理アドレスを記憶すると共に、
ＩＥＥＥ１３９４における機器の固有情報であるＧＵＩＤを記憶するＥＥＰＲＯＭなどの
不揮発メモリである。
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【００５５】
　表示装置２０は、ＨＯＳＴ ＣＰＵ２１、ＨＤＭＩレシーバ２２、モニターマイコン２
３、ＣＥＣ Ｉ／Ｆ２４、ＩＥＥＥ１３９４送受信部２５、リモコン受光部２６、ＨＤＭ
Ｉコネクタ２７、ＩＥＥＥ１３９４コネクタ２８、及びメモリ２９を備えている。表示装
置２０は、外部機器１０から転送されたストリームをＨＤＭＩレシーバ２２で受信する。
ＨＤＭＩレシーバ２２はＨＯＳＴ ＣＰＵ２１に内蔵された構成であってもよい。またＣ
ＥＣ Ｉ／Ｆ２４によって、外部機器１０との間のＣＥＣライン４２が接続される。
【００５６】
　ＩＥＥＥ１３９４送受信部２５は、ＩＥＥＥ１３９４ケーブル３０を介して映像・音声
ストリームを外部機器１０から受信し、あるいは、ＩＥＥＥ１３９４ケーブル３０を介し
て外部機器１０へ映像・音声ストリームを送信する。また、外部機器１０との間で映像・
音声ストリームに重畳されるコマンドの送受信を行う。
【００５７】
　ＨＯＳＴ ＣＰＵ２１は、装置全体を制御するメインＣＰＵであって、ＨＤＭＩコント
ローラを含み、ＨＤＭＩレシーバ２２の動作を制御すると共に、ＩＥＥＥ１３９４コント
ローラを含み、ＩＥＥＥ１３９４送受信部２５の動作を制御する。またモニターマイコン
２３は、ＣＥＣコントローラを含み、ＣＥＣライン４２から転送されてくるＣＥＣコマン
ドを監視する。モニターマイコン２３は、図示しないリモコン装置からのリモコン信号を
受信するリモコン受光部２６を制御している。そして装置のスタンバイモードなどにおい
てＨＯＳＴ ＣＰＵ２１がダウンしているときでも、モニターマイコン２３が動作し、Ｃ
ＥＣコマンドの送受信とリモコン信号の受信とが可能な状態に維持している。
【００５８】
　またメモリ２９は、ＨＤＭＩにおける論理アドレス，物理アドレスを記憶すると共に、
ＩＥＥＥ１３９４における機器の固有情報であるＧＵＩＤを記憶するＥＥＰＲＯＭなどの
不揮発メモリである。
【００５９】
　表示装置２０では、ＨＤＭＩレシーバ２２によりストリームの映像／音声が分離され、
必要に応じて所定の映像信号処理及び音声信号処理を行って、ディスプレイ等の表示画面
に映像表示を行うとともに、スピーカから音声出力させる。またＩＥＥＥ１３９４による
経路から映像／音声信号が入力する場合には、ビデオ／オーディオスイッチにより出力信
号が切り替えられる。
【００６０】
　図９は、本発明の表示装置の構成例を説明するための図で、デジタル／アナログチュー
ナを備えたテレビジョン放送受信装置に適用した例を示すものである。
　テレビジョン放送受信装置１００は、デジタル放送とアナログ放送とのいずれも受信可
能なテレビジョン放送受信装置であって、アナログ放送を受信する受信アンテナ１０１と
、デジタル放送を受信する受信アンテナ１０２とを備える。
【００６１】
　また、アナログ放送の受信信号を選局するアナログチューナ部１０３と、デジタル放送
の受信信号を選局するデジタルチューナ部１０４と、アナログ放送の受信データからオー
ディオデータ／ビデオデータを抽出するＡＶスイッチ部１０５と、選局されたデジタル放
送のデータを復調するデジタル復調部１０６とを備える。
【００６２】
　さらにテレビジョン放送受信装置１００は、ＥＰＧデータの抽出や、復調されたデータ
の分離を行う分離部（ＤＭＵＸ）１０７と、分離されたデジタル放送のビデオデータをデ
コードしたり、ビデオ情報を静止画としてキャプチャするビデオデコード／キャプチャ部
１０８と、アナログ放送のビデオ信号とデジタル放送のビデオ信号との切換を行うビデオ
セレクタ部１０９と、ＯＳＤの表示処理を行うＯＳＤ処理部１１０とを備える。
【００６３】
　さらにテレビジョン放送受信装置１００は、分離されたオーディオデータをデコードす
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るオーディオデコード部１１１と、セレクトされたビデオ信号とＯＳＤとを合わせてから
ビデオ出力として変換するビデオ出力変換部１１２と、アナログ放送のオーディオ信号と
デジタル放送のオーディオ信号の切換を行うオーディオセレクタ部１１３と、セレクトさ
れたオーディオ信号を出力信号に変換するオーディオ出力変換部１１４と、アナログ放送
及びデジタル放送のチューナでの選局処理を行う選局部１１５とを備える。
　ビデオ出力変換部１１２から出力されたビデオ出力は、液晶表示パネル１２６で表示さ
れ、オーディオ出力変換部１１４から出力されたオーディオ信号は、スピーカ１２７にて
音声出力される。
【００６４】
　さらにテレビジョン放送受信装置１００は、半導体メモリであるＲＡＭ１１６と、装置
全体の処理を担うＣＰＵ１１７と、ビデオマウスを介して予約処理を実行するためのビデ
オマウスコネクタ１１８と、ビデオマウスで送信する信号の制御を行うビデオマウスマイ
コン１１９とを備える。ＣＰＵ１１７は装置各部を制御するが、図７に示すＨＯＳＴ Ｃ
ＰＵ１２及びフロントマイコン１３の機能を有し、スタンバイ時には低消費電力のフロン
トマイコン部が機能して、リモコン送信機からの信号受信とＨＤＭＩのＣＥＣコマンドの
送受信機能を実現するものとする。
【００６５】
　さらにテレビジョン放送受信装置１００は、プログラムやユーザデータなどが格納され
、ＥＰＧデータ等が格納される書換え可能な不揮発性メモリ１２０と、電話回線、ＬＡＮ
、インターネット等のネットワーク網との制御を行うと共に、ＥＰＧデータの取得等に使
用される通信制御部１２１と、ユーザが操作するリモコン送信機１４０からの信号を受信
するリモコン受光部１２２と、カード媒体などの記録媒体に情報記録が可能な記録装置１
２３と、を備えている。
【００６６】
　本発明に係る入力切換メニュー及び機器の状態情報に応じた表示情報、及び接続機器か
らＩＥＥＥ１３９４もしくはＨＤＭＩ経由で取得した接続相手機器の状態情報等は、不揮
発性メモリ１２０に保持される。そしてリモコン送信機１４０に備えられる入力切換キー
の押圧に応じて、ＣＰＵ１１７が入力切換メニューを描画し、ＯＳＤ処理部１１０によっ
てＯＳＤ表示処理を行って表示映像信号として出力する。
【００６７】
　またテレビジョン放送受信装置１００は、ＩＥＥＥ１３９４ Ｉ／Ｆ１２４と、ＨＤＭ
Ｉ Ｉ／Ｆ１２５とを備え、それぞれのＩ／Ｆにより、ＩＥＥＥ１３９４対応の１３９４
機器１３０とＨＤＭＩ対応のＨＤＭＩ機器１３１とが接続可能になっている。
　ＩＥＥＥ１３９４ Ｉ／Ｆ１２４は、テレビジョン放送受信装置１００に対して１３９
４機器を接続可能とするためのＩ／Ｆを差し、図８に示すＩＥＥＥ１３９４コネクタ１８
、ＩＥＥＥ１３９４送受信部１５の機能が含まれる。またＨＤＭＩ Ｉ／Ｆ１２５は、テ
レビジョン放送受信装置１００に対してＨＤＭＩ機器を接続可能とするためのＩ／Ｆを差
し、図７に示すＨＤＭＩコネクタ２７，ＨＤＭＩレシーバ２２、ＣＥＣ Ｉ／Ｆ２４の機
能が含まれる。
【図面の簡単な説明】
【００６８】
【図１】本発明による表示装置における入力切換メニューの一例を示す図である。
【図２】表示装置が取得する接続相手機器の状態情報の例を示す図である。
【図３】本発明による表示装置における入力切換メニューの他の例を示す図である。
【図４】本発明による表示装置における入力切換メニューの更に他の例を示す図である。
【図５】本発明による表示装置における入力切換メニューの更に他の例を示す図である。
【図６】本発明の表示装置による接続相手機器の状態情報の取得処理例を説明するための
フローチャートである。
【図７】本発明の表示装置による接続相手機器の状態情報の取得処理の他の例を説明する
ためのフローチャートである。



(12) JP 2008-85703 A 2008.4.10

10

20

【図８】機器間のＩＥＥＥ１３９４による接続とＨＤＭＩによる接続の構成例を説明する
ため図である。
【図９】本発明の表示装置の構成例を説明するための図で、デジタル／アナログチューナ
を備えたテレビジョン放送受信装置に適用した例を示すものである。
【符号の説明】
【００６９】
１０…外部機器、１１…ＨＤＭＩトランスミッタ、１２…ＣＰＵ、１３…フロントマイコ
ン、１４…ＣＥＣ Ｉ／Ｆ、１５…送受信部、１６…リモコン受光部、１７…ＨＤＭＩコ
ネクタ、１８…コネクタ、１９…メモリ、２０…表示装置、２１…ＣＰＵ、２２…ＨＤＭ
Ｉレシーバ、２３…モニターマイコン、２４…ＣＥＣ Ｉ／Ｆ、２５…送受信部、２６…
リモコン受光部、２７…ＨＤＭＩコネクタ、２８…コネクタ、２９…メモリ、３０…ケー
ブル、４０…ＨＤＭＩケーブル、４１…ＴＭＤＳライン、４２…ＣＥＣライン、１００…
テレビジョン放送受信装置、１０１…受信アンテナ、１０２…受信アンテナ、１０３…ア
ナログチューナ部、１０４…デジタルチューナ部、１０５…ＡＶスイッチ部、１０６…デ
ジタル復調部、１０７…分離部（ＤＭＵＸ）、１０８…キャプチャ部、１０９…ビデオセ
レクタ部、１１０…ＯＳＤ処理部、１１１…オーディオデコード部、１１２…ビデオ出力
変換部、１１３…オーディオセレクタ部、１１４…オーディオ出力変換部、１１５…選局
部、１１６…ＲＡＭ、１１７…ＣＰＵ、１１８…ビデオマウスコネクタ、１１９…ビデオ
マウスマイコン、１２０…不揮発性メモリ、１２１…通信制御部、１２２…リモコン受光
部、１２３…記録装置、１２４…ＩＥＥＥ１３９４ Ｉ／Ｆ、１２５…ＨＤＭＩ Ｉ／Ｆ、
１２６…液晶表示パネル、１２７…スピーカ、１３０…機器、１３１…ＨＤＭＩ機器、１
４０…リモコン送信機。

【図１】 【図２】
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